
評価審査委員会
今年度は一般の部⚖団体から⚖件、特定の部⚓団

体から⚓件の申請がありました。
採択事業を決定する審査にあたってはコロナ禍の

ため、評価委員の学識経験者⚒名及び当機構理事に
郵便にて申請書を送付し、当機構理事長を含めて評
価審査を行いました。
審査の結果地域住民との連携、過去の開催実績な

どを考慮し、申請のありました一般の部⚖件と特定
の部⚓件全ての事業を採択し⚕万円から 15 万円を
助成しました。
新型コロナも少し落ち着いてきた感があります

が、残念ながら計画が中止となった事業もあり、新
型コロナの早期終息と各種イベントの再開実施を強
く望むところです。
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助 成 活 動
道内のみなとまちの活性化を目指し、企画・実施されるイベントなど、みなとまちで実施される様々

な事業を支援し、さらなる「みなとまちの活性化」に寄与することを目的に「助成事業」を平成 20 年
から実施しています。
15 回目となる今年度においても、各開発建設部の「みなとの相談窓口」を通して推薦していただく

と共に、当機構のホームページおよび広報誌「伝言板」で募集要領を掲載し、令和⚔年⚔月⚑日から
令和⚔年⚕月⚖日にかけ募集しました。

������� ���������� ���No.38(R 4.11)No.38(R 4.11)

NPO法人 北海道みなとの文化振興機構
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採択事業

活 動 名
団 体 名

活 動 目 的
活 動 内 容

開 催 日
開 催 場 所

① ・海の日コンサート
・記念植樹事業のメンテナンス

・みなとまちづくり
女性ネットワーク室蘭

・海の日に市民に海にちなんだ歌を歌ってもらい、
港の賑わいと港への理解を広げる場とする。
・開港 150 周年記念に植樹する桜の見守りを兼ねた
メンテナンスを行う。

・⚗月 18 日(月)

・室蘭港中央ふ頭

② ・漁港区の美化活動
・みなとコンサート

・女性みなと街づくり苫小牧

・苫小牧港漁港区のホッキまつりに合わせて、フラ
ワーポットを設置し美化を推進する。
・苫小牧市民文化団体協議会と協同して、みなとに
立地する施設を活用し、港への理解と施設の魅力
を PR。

・⚕月・⚘月・⚙月・10
月・12 月

・苫小牧港漁港区、
キラキラ公園ほか

③ ・釧路みなとオアシス歓迎事業

・釧路みなとオアシス協議会

・釧路をイメージしたエコバックなどを作成し、ク
ルーズ船乗客に配布して買い物などに利用しても
らい、ひがし北海道釧路の知名度向上を図る。

・⚙月以降

・釧路東港区耐震
旅客船ターミナル

④ ・第 18 回WAKKANAI みなと
コンサート

・稚内のみなとを考える女性
ネットワーク

・市民に港に興味を持ってもらい、将来の魅力ある
港づくりに貢献する機会とする。
・稚内の観光名所である歴史的建造物「北防波堤
ドーム」内の特設ステージで音楽会を開催し、周
辺公共施設への集客を図る。

・⚗月 16 日(土)

・稚内北防波堤
ドームステージ

⑤ ・紋別港防波堤
イルミネーション事業

・みなと・まちづくり女性
ネットワークオホーツク

・オホーツクタワーに接続する親水防波堤などにイ
ルミネーションを設置し、冬季の臨港地区内の景
観を向上することで、観光客の誘客及び周辺施設
の利用促進を図る。

・⚑月～⚓月

・紋別市海洋公園

⑥ ・室蘭港開港 150 年記念事業
みなとオアシス Sea 級グルメ
北海道大会 in 室蘭

・みなとオアシス室蘭
運営協議会

・室蘭港の開港 150 年を記念し、道内外 10 のみな
とオアシスが連携して、みなとオアシス Sea 級グ
ルメ北海道大会 in 室蘭を開催することによって、
みなとを利用した地域の活性化を図る。

・⚖月 25 日(土)
⚖月 26 日(日)

・絵鞆臨海公園
（道の駅みたら室蘭）

（一般の部）

①海の日コンサート ②みなとコンサート



みなとサポート事業は開発建設部が開催する「みなと見学会」、「みなとパネル展」、「港に関するア
ンケート調査」などの実施について、当機構に支援要望のあった業務から支援可能な業務を選択して、
会員のʠみなとサポーターʡが支援するもので、平成 20 年度から実施しています。
令和⚔年度は、みなと見学会について小樽港、岩内港、石狩湾新港で要請がありましたが、小樽港、

岩内港については、コロナ感染症拡大防止のため中止となり、石狩湾新港のみが開催されました。
また、「Sea級グルメ北海道大会 in 室蘭」と「ザ・シンポジウムみなと in 室蘭」でパネル展が開催

されました。
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④WAKKANAI みなとコンサート ⑥Sea 級グルメ北海道大会 in 室蘭

活 動 名
団 体 名

活 動 目 的
活 動 内 容

開 催 日
開 催 場 所

① ・むろらん港鉄人舟漕ぎ大会

・むろらん港鉄人舟漕ぎ大会
実行委員会

・室蘭港内を会場とした市民参加の舟漕ぎ大会を通
じて、港に対する市民の理解を深め、多くの人に
交流の場を提供することで、港を核とした地域活
性化に寄与する。

・⚙月⚔日(日)

・室蘭港
入江地区中央ふ頭

② ・みなと南極まつり稚内副港
ボートレース 2022

・稚内地元愛育成協議会

・稚内港を市民と連携した交流拠点機能を拡充する
ためボート競技のイベントを開催し、継続的に開催
することによりにぎわい交流拠点の確立を目指す。

・⚘月⚗日(日)
（事業中止）
・稚内港第一副港

③ ・釧路港舟漕ぎ大会

・釧路港舟漕ぎ大会実行委員会

・釧路港の利用促進に携わる有志が、海上を舞台に
競うことで感動できる舟漕ぎ大会を開催し、みなと
まちづくり活動を行っている各種団体との連携を図
りながら、活気ある釧路の港まちづくりを目指す。

・⚘月⚖日(土)

・釧路川
幣舞橋上流

（特定の部）

①むろらん港鉄人舟漕ぎ大会 ③釧路港舟漕ぎ大会

みなとサポート事業



札樽支部

石狩湾新港みなと見学会
開 催 日：令和⚔年⚗月 20 日(水)～21 日(木)
開催場所：石狩湾新港
開催概要：港内見学⚙航海
サポーター：⚔名
支援内容：手指除菌液噴霧、ライフジャケット着

脱、乗下船時の誘導、NPOグッズ贈呈、
送迎バスの見送り等

室蘭支部

Sea 級グルメ北海道大会 in 室蘭「パネル展」
開 催 日：令和⚔年⚖月 25 日(土)～26 日(日)
開催場所：道の駅みたら室蘭
開催概要：パネル展示⚕枚
サポーター：⚒名

ザ・シンポジウムみなと in 室蘭「パネル展」
開 催 日：令和⚔年⚙月⚒日(金)
開催場所：室蘭市市民会館
開催概要：パネル展示⚕枚
サポーター：⚒名

石狩湾新港のみなと見学会が⚓年ぶりに行われました。石狩市内の⚔小学校の児童（⚓、⚔年生）
144 名と引率教諭 13 名の計 157 名が参加し、令和⚔年⚗月 20 日(水)～21 日(木)の⚒日間実施され、
天候にも恵まれ無事に終了しました。児童は、石狩湾新港の歴史や利用状況等について、パネルを使っ
ての座学と港内見学で説明を受けました。特に港湾業務艇「みずなぎ」での港内見学では、初めて船
に乗る児童も多く、みんな喜んで手を振っていました。また、NPOのサポーターは各日⚒名の⚔名
が参加し、ライフジャケットの脱着や乗船誘導等をサポートし、各校（各班）の終了時にはNPOの記
念グッズを贈呈しました。

実施状況
⚑．運航便数：⚗月 20 日～21 日 ⚙航海（7/20

⚔航海、7/21 ⚕航海）⚑航海 約
25 分

⚒．支援内容：手指の除菌液噴霧、ライフジャケッ
トの脱着、乗下船時の誘導、NPO
グッズの贈呈、送迎バスの見送り
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陸上での座学 港湾業務艇による海上見学

石狩湾新港みなと見学会



⚖月 25、26 日、室蘭港開港 150 年・市制施行 100
年を祝う記念事業の一環として「みなとオアシス
Sea 級グルメ北海道大会 in 室蘭」が室蘭市絵鞆臨海
公園で開催されました。当機構もこの大会に事務局
次長⚒名が参加しました。
今大会では、道内みなとオアシスの参加として、

開催地室蘭の「母恋めしおにぎり他」を初め、紋別
の「ホタテステーキ」、苫小牧の「ホッキしゅうまい」、
網走の「網走ちゃんぽん」、稚内の「宗谷の塩ホタテ
ラーメン」、留萌の「カズチー他」、釧路の「さんま
んま」、函館の「いかめし他」が参加、道外からは、
みなとオアシス八戸の「いか・うにバーガー」、さら
には室蘭漁業組合、登別青年会議所等有志団体の参
加があり、室蘭港開港 150 年・市制施行 100 年を記
念して、みなとの賑わい、まちづくりに取り組む仲
間たちが Sea 級グルメの味を競いました。大会開
催中は、両日とも最高気温が 25℃を超える夏日と快
晴に恵まれたこともあり、25 日は約 7,000 人、26 日

は約 9,000 人と多くの来場が見られ、ここ最近のコ
ロナ禍の自粛ムード、閉塞感を吹き飛ばす、活気に
溢れたイベントになりました。参加団体が自慢の味
を披露する中、午前中に完売する参加店が続出し、
出店者、イベント参加者、訪れた市民、そして関係
者が一体となり、みなとを核とした賑わいが⚒日間
に渡り展開されました。
この大会では、「食べる」「遊ぶ」「学ぶ」の⚓つを

コンセプトとし、「食べる」として上記の Sea 級グ
ルメ大会、「遊ぶ」として、室蘭港湾事務所による港
湾業務艇を活用したみなと見学会や、B＆ G海洋科
学センターによるシーカヤック・ヨット体験乗船、
「学ぶ」として、室蘭水族館や大学研究機関による海
藻類紹介、室蘭港パネル展等が行われ、当機構も北
海道みなとパネル展を開催し、室蘭港を中心に北海
道の港の役割を発信しました。
大会開催にご尽力された関係者、そして参加され

た皆様、大変ご苦労様でした。
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NPOグッズの贈呈
（写真：小樽港湾事務所提供）

Sea 級グルメ会場 パネル展

みなとオアシスSea級グルメ北海道大会
in 室蘭「みなとパネル展」



ザ・シンポジウムみなと in 室蘭「みなとパネル展」
NPO法人北海道みなとの文化振興機構は、一般市民に「みなとの役割、暮らしとの関わり合い」を

広く理解していただくため、毎年「ザ・シンポジウムみなと（ザ・シンポジウムみなと実行委員会主
催）」の開催に協賛して、実行委員会の支援を得て「みなとパネル展」を企画、開催しています。

令和⚔年度の「ザ・シンポジウムみなと in 室蘭」
は、開港 150 年を迎えた室蘭港において、令和⚔年
⚙月⚒日(金)に『巷（ちまた）からはじまるカーボ
ンニュートラル』をテーマに、室蘭市市民会館で開
催されました。
パネル展は、会場入口前のホールにおいて、北海

道開発局室蘭開発建設部、室蘭工業大学「室蘭＋脱
炭素タスクフォース」及びMOPA（室蘭洋上風力関
連事業推進協議会）と共に同時展示となり、脱炭素
の取り組みを中心とした内容の展示をシンポジウム

に参加された多くの方にご覧いただきました。
当機構からは、「世界と日本の洋上風力発電導入

や水素エネルギーの活用に向けた動き」について⚓
枚、「NPO活動状況の紹介と設立までの経緯」など
⚒枚のパネルを展示しました。
今回のパネル展開催にあたり、室蘭市をはじめ、

北海道開発局港湾空港部、室蘭開発建設部、室蘭港
湾事務所の皆様のご理解とご協力に厚くお礼申し上
げます。
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シンポジウムのポスター 当機構のパネル展の様子

室蘭工業大学のパネル展の様子 MOPAのパネル展の様子

◎主　催／「ザ・シンポジウムみなと」実行委員会：北海道経済連合会、（一社）北海道商工会議所連合会、北海道港湾協会、（一社）寒地港湾空港技術研究センター、（一財）港湾空港総合技術センター、北海道、国土交通省北海道開発局
◎共　催／室蘭市
◎協　賛／（一財）北海道開発協会、（一社）北海道開発技術センター、北海道港湾振興団体連合会、北海道港湾空港建設協会、北海道ポートエンジニアリング協会、（一社）日本マリン事業協会、NPO法人北海道みなとの文化振興機構
◎後　援／朝日新聞北海道支社、毎日新聞北海道支社、読売新聞北海道支社、北海道新聞社、NHK室蘭放送局、HBC北海道放送、STV札幌テレビ放送、HTB北海道テレビ、UHB北海道文化放送、TVhテレビ北海道

室蘭港のめざすべき未来への
アプローチ

京都大学経営管理大学院　特任教授
（京都大学名誉教授）小林 潔司  氏

講 師

9 2月令和
4年 日金13:30-17:00

ライブ配信を実施しますライブ配信を実施します

テーマテーマ「巷からはじまるカーボンニュートラル」パ
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ル
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会場：室蘭市市民会館 室蘭市輪西町2丁目5番1号

みなとパネル展みなとパネル
主催／NPO法人  北海道みなとの文化振興機構

同時開催
ぽーとん べいくりん

ザ・シンポジウム
室蘭市開港150年
市制施行100年
記念事業

みなとみなと in

カーボンニュートラルカーボンニュートラル
からはじまるからはじまる

ちまた

パネリスト

京都大学経営管理大学院
特任教授（京都大学名誉教授）
小林 潔司 氏

北海商科大学
教授（室蘭工業大学名誉教授）
田村 亨 氏

室蘭市長
青山 剛 氏

合同会社 SUM-i-CA
代表社員
石井 裕子 氏

地方独立行政法人
北海道立総合研究機構
理事長
小髙 咲 氏

コーディネーター フリーアナウンサー

野宮 範子 氏

（一社）寒地港湾空港技術研究センター
担当：総務部　　TEL. 011-747-1688

http://www.kanchi.or.jp/

WEBご視聴及び会場参加は、土木学会
継続教育（CPD）プログラムとして認定
されています［3.0 単位］。

「ザ・シンポジウムみなと」
実行委員会事務局

お問合せ先

ご参加方法
●事前の参加申し込みが必要です
　会場の参加、ライブ配信の視聴は、何れも下記
　ホームページから申込願います。
　締切は令和 4年 8月 25日（木）です。

風力発電由来の白鳥大橋の LEDライトアップ照明風力発電由来の白鳥大橋の LEDライトアップ照明

室蘭港の風力発電施設室蘭港の風力発電施設

移動式水素ステーションと燃料電池自動車移動式水素ステーションと燃料電池自動車

祝津ふ頭へのクルーズ船の寄港祝津ふ頭へのクルーズ船の寄港

洋上風力関連工事に活用する多目的起重機船洋上風力関連工事に活用する多目的起重機船



令和⚔年度室蘭港大規模地震・津波総合防災訓練

訓練当日は、晴れて日差しが指す好天ではありま
したが、北からの寒気により 10 月末並みの低気温
で時折強く吹く風は冷たく、防寒着も必要なほど寒
い日でした。
開会式では、国土交通省北海道開発局室蘭開発建

設部篠宮部長が訓練開始宣言を行い、室蘭市青山市
長からの主催者挨拶、来賓を代表して地元選出の堀
井学衆議院議員・山岡達丸衆議院議員からの祝辞、
来賓者紹介、祝電披露、参加機関・団体の紹介と進
められ、最後に、主催者から訓練概要説明があり開
会式は終了しました。

開会式に引き続き訓練が行われました。
訓練の想定は、令和⚔年 10 月⚘日(土)14 時頃、

三陸沖北部を震源とするマグニチュード 8.3 の地震
が発生し、室蘭市で震度⚖弱の強い揺れが発生。地
震発生直後に大津波警報が発表され、最大 5.3 mの
津波が襲来。その後、津波注意報に切り替わり、津
波注意報が解除されたとの災害・被害想定において、

「⚑ 避難訓練」、「⚒ 広域海上点検訓練」、「⚓ 油
回収訓練」、「⚔ 被災状況調査訓練」、「⚕ 油拡散
訓練」、「⚖ 港湾巡視訓練」、「⚗ 航路啓開訓練」、
「⚘ 漂流者捜索・救助訓練」、「⚙ 緊急支援物資輸
送訓練」の九つの訓練が実施されました。
当防災エキスパートは、⚔番目の被災状況調査訓

練を行い、被災した岸壁をテープによる距離測量と
レベルによる水準測量を行い、被災岸壁の延長及び
沈下量等被災状況を迅速かつ正確に室蘭港湾事務所
長に報告しました。日々の鍛錬、これまで積み重ね
てきた経験を十分に披露できたと自負しています。
訓練は、全参加機関・団体が持っている力を存分

に発揮し順調に終了しました。
閉会式では、交通機関の遅れにより途中から参加

となった鈴木宗男参議院議員から挨拶、国土交通省
北海道開発局港湾空港部鈴木部長からの講評があ
り、最後に国土交通省北海道開発局室蘭開発建設部
篠宮部長による訓練閉会宣言により、令和⚔年度室
蘭港大規模地震・津波総合防災訓練が終了しました。
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被災状況調査訓練状況
（写真提供：北海道開発局）

令和⚔年 10 月⚘日(土)に『令和⚔年度 室蘭港大規模地震・津波総合防災訓練（国土交通省北海道
開発局港湾空港部、室蘭開発建設部、室蘭市主催）』が室蘭港入江地区耐震強化岸壁で開催されました。
三陸沖北部を震源とする大規模地震及びこれに伴う津波の襲来による災害によって、港湾施設に被

害が発生した場合の港湾機能の早期回復等に備え、関係機関との連携強化及び防災意識の向上を目的
として、第一管区海上保安本部、室蘭海上保安部、陸上自衛隊北部方面隊、北海道警察札幌方面室蘭
警察署、室蘭市消防本部、港湾関係協会・団体、北陸地方整備局、室蘭港湾事務所工事安全連絡協議
会の 16 機関・団体が参加し合同で総合訓練を実施しました。
「NPO法人北海道みなとの文化振興機構（北海道開発局港湾・空港・漁港防災エキスパート）」も参
加した訓練の概要を報告します。
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事務局・支部体制
令和⚔年度の事務局体制については、10 月までに⚑名の事務局次長が退任し⚑名が新任となり、13 名で活動

しています。
引き続き活力あるみなとまち作りを会員の皆様と共に進めてまいりますので、ご支援、ご協力をお願いいた

します。
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〒001-0011 札幌市北区北 11 条西⚒丁目⚒番 17 号
セントラル札幌北ビル 5 F

当機構事務局への連絡は、下記のいずれかでお願いします。
Tel：011-727-3710 Fax：011-727-3710 E-mail：bunka-npo@kanchi.or.jp

なお、事務局は、常駐体制でないことから、ご返事を差し上げるまで一週間程お時間をいただくことも
ございますので、何卒ご了承をお願いします。
また、当機構の活動状況は、ホームページでご覧になることができます。
http://www.minatobunka-npo.info/

事務局連絡方法

事務局
役 職 氏 名
事 務 局 長 秋 葉 洋 一

事務局次長 三 原 一 憲

事務局次長 斉 藤 賢 悦

事務局次長 大 前 豊

事務局次長 髙 木 哲 夫

事務局次長 宮 部 秀 一

事務局次長 渥 美 洋 一

支 部
役 職 氏 名
事務局次長 鈴 木 一 行

事務局次長 秋 浜 政 弘

事務局次長 石 川 洋 一

事務局次長 上 川 功 一

事務局次長 飯 田 誠

事務局次長 平 尾 利 文

役 職 氏 名
札樽支部長 千葉 不二夫

札樽支部次長 澤 合 英 治

函館支部長 川 村 求

函館支部次長 鈴 木 勝 晴

役 職 氏 名
苫小牧支部長 秋 葉 洋 一

釧路支部長 本 間 久 雄

釧路支部次長 佐 藤 浩 彰

べいくりんぽーとん


